
　日
本
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
ケ
ア
学
会
（
理
事

長
＝
人
間
環
境
大
学
副
学
長
・
島
内
節
氏
）
の

設
立
総
会
が
、
10
月
23
日
（
日
）、
学
士
会
館

（
東
京
都
千
代
田
区
）
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　同
学
会
が
設
立
さ
れ
た
の
は
２
０
１
６
年
7

月
。「
す
べ
て
の
人
に
質
の
高
い
エ
ン
ド
オ
ブ

ラ
イ
フ
ケ
ア
」
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
、「
人
権
と
し
て
の
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ

ケ
ア
の
具
現
化
」
と
「
市
民
と
多
様
な
分
野
の

ケ
ア
実
践
者
・
教
育
者
・
研
究
者
の
参
画
と
協

働
」
を
、
学
会
の
理
念
・
方
針
に
掲
げ
る
。

日
本
の
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
ケ
ア
の 

体
制
に
課
題
あ
り

　エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
に
お
け
る
ケ
ア
と
は
何

か
。
同
学
会
で
は
「
誰
も
が
遭
遇
す
る
エ
ン
ド

オ
ブ
ラ
イ
フ
に
つ
い
て
事
前
に
考
え
な
が
ら
生

活
し
、
そ
の
時
が
訪
れ
た
ら
、
生
き
て
き
た
日

常
性
を
保
持
し
な
が
ら
尊
厳
を
も
っ
て
そ
の
人

ら
し
く
生
き
る
こ
と
、
生
命
・
生
活
・
人
生
の

質
と
価
値
を
高
め
、
ケ
ア
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い

て
家
族
を
支
え
、
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
ま
で
を
含
め

た
医
療
モ
デ
ル
と
生
活
モ
デ
ル
を
統
合
し
た
ケ

ア
」
と
し
て
い
る
。
対
象
の
年
齢
・
疾
病
・
場

は
問
わ
ず
、
差
し
迫
っ
た
死
、
い
つ
か
訪
れ
る

死
を
想
定
し
た
ケ
ア
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
研

究
活
動
を
通
し
て
学
術
的
に
構
築
し
、
そ
の
考

え
を
啓
発
・
普
及
し
て
い
く
と
い
う
。

　同
日
、
設
立
総
会
と
と
も
に
記
念
講
演
も
催

さ
れ
た
。
講
演
「
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
ケ
ア
の

国
際
的
動
向
と
わ
が
国
の
課
題

―
在
宅
ケ

ア
を
中
心
に
」（
座
長
＝
東
京
女
子
医
科
大
学
教

授
・
長
江
弘
子
氏
）で
登
壇
し
た
島
内
氏
は
、米

国
、
英
国
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
欧
米
諸
国
で

実
践
さ
れ
て
い
る
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
ケ
ア
を

報
告
し
た
う
え
で
、
日
本
の
現
状
の
課
題
を
指

摘
。
①
診
断
と
予
後
に
つ
い
て
当
事
者
が
知
ら

さ
れ
て
い
な
い
事
例
が
あ
る
、
②
退
院
に
向
け

た
試
験
外
泊
の
未
実
施
や
退
院
調
整
の
不
足
、

③
最
期
を
迎
え
る
場
所
が
本
人
の
選
択
で
は
な

く
、
家
族
の
有
無
・
介
護
力
の
程
度
な
ど
の
影

響
を
受
け
て
決
定
さ
れ
る
状
況
が
あ
る
、
④
エ

ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
ケ
ア
の
ア
ウ
ト
カ
ム
を
評
価

す
る
シ
ス
テ
ム
が
な
い
、
⑤
相
談
支
援
の
場
が

少
な
い
、
⑥
地
域
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ

ス
の
未
整
備
な
ど
を
列
挙
し
た
。

周
囲
の
人
々
と
の
関
係
性
を
考
慮
し
て
、 

意
思
決
定
を
行
な
う
日
本
人

　日
本
人
の
死
生
観
の
変
容
に
触
れ
、
エ
ン
ド

オ
ブ
ラ
イ
フ
ケ
ア
の
在
り
よ
う
を
考
察
し
た
の

は
、
講
演
「
日
本
人
の
死
生
観
と
エ
ン
ド
オ
ブ

ラ
イ
フ
ケ
ア
」（
座
長
＝
亀
田
医
療
大
学
教
授
・

足
立
智
孝
氏
）
で
登
壇
し
た
石
川
県
立
大
学
教

授
・
浅
見
洋
氏
だ
。
日
本
の
医
療
技
術
の
進
展

に
伴
い
、
今
で
は
死
が
差
し
迫
っ
た
終
末
期
に

お
い
て
も
延
命
的
な
治
療
を
選
択
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
は
、

運
命
と
し
て
訪
れ
る
死
を
「
自
然
な
も
の
」
と

し
て
受
け
入
れ
る
か
つ
て
の
死
生
観
に
揺
ら
ぎ

を
も
た
ら
し
、
終
末
期
療
養
や
死
亡
場
所
ま
で

「
自
己
決
定
す
る
必
要
性
」を
人
々
に
認
識
さ
せ

る
も
の
に
な
っ
た
、
と
浅
見
氏
は
読
み
解
い
た
。

　た
だ
、
氏
ら
の
調
査
に
よ
れ
ば
現
代
人
が
望

む
も
っ
と
も
理
想
的
な
死
は
「
迷
惑
を
か
け
な

い
死
」
で
あ
り
、
日
本
人
は
意
思
決
定
を
、
自

己
の
生
死
と
関
わ
る
周
囲
の
人
々
と
の
関
係
ま

で
考
慮
し
て
行
な
う
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
と
い

う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
ケ

ア
に
お
い
て
は
、
患
者
の
み
な
ら
ず
、
周
囲
の

家
族
な
ど
の
死
生
観
や
生
活
観
に
も
配
慮
す
る

必
要
性
が
あ
る
と
説
明
し
た
。
さ
ら
に
、
地
域

単
位
で
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
ケ
ア
の
質
を
高
め

て
い
く
う
え
で
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
看
護
師

の
関
わ
り
が
期
待
さ
れ
る
と
語
っ
た
。

　対
談
企
画
「
わ
が
国
の
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ

ケ
ア
を
ど
う
す
す
め
る
か
」（
座
長
＝
白
十
字
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
白
十
字
ヘ
ル
パ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
統
括
所
長
・
秋
山
正
子
氏
）
で
は
、

平
原
佐
斗
司
氏
（
梶
原
診
療
所
在
宅
総
合
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
長
）、
長
江
氏
の
2
人
が
登
壇
し
た
。

平
原
氏
は
非
が
ん
疾
患
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
な
が

ら
、
諸
外
国
と
日
本
で
い
か
に
緩
和
ケ
ア
や
エ

ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
ケ
ア
が
注
目
・
発
展
し
て
き

た
の
か
を
解
説
。
長
江
氏
は
自
身
の
疾
患
や
年

齢
を
問
わ
な
い
領
域
横
断
的
な
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ

イ
フ
ケ
ア
研
究
の
歩
み
を
も
と
に
、
エ
ン
ド
オ

ブ
ラ
イ
フ
ケ
ア
関
わ
っ
て
い
け
る
人
材
育
成
の

必
要
性
を
述
べ
た
。

⦿

　同
学
会
で
は
、「
非
が
ん
疾
患
の
エ
ン
ド
オ

ブ
ラ
イ
フ
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー
」「
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ

フ
ケ
ア
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
（
仮
）
養
成
講
座
」

な
ど
の
教
育
研
修
を
企
画
・
開
催
す
る
予
定
。

第
1
回
学
術
集
会
は
２
０
１
７
年
9
月
16
～
17

日
、一
橋
大
学
一
橋
講
堂（
東
京
都
千
代
田
区
）

で
開
催
さ
れ
る
。

※�

詳
細
は
左
記
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
随
時
公
開
予

定
。

問
一
般
社
団
法
人
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
ケ
ア

学
会

http://endoflifecare.jp/
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日
本
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
ケ
ア
学
会
が

設
立
総
会
を
開
催

対談企画の様子。設立総会・記念講演会には約190
人の参加者が集まった。
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